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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年5月26日(2011.5.26)

【公開番号】特開2009-259674(P2009-259674A)
【公開日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-044
【出願番号】特願2008-108651(P2008-108651)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/24     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   5/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ   1/20    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ   5/24    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/00    　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０１　
   Ｈ０１Ｂ   5/14    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ   3/16    １０１Ａ
   Ｃ０９Ｋ   3/16    １０２Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）インジウム酸化物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子、（Ｂ）下記一般式（１）～（４）
のいずれかで表される化合物、および（Ｃ）有機溶媒を含むペースト組成物。
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【化１】

（上記一般式（１）～（４）中、Ｒ１は重合性基を有する１価の基を示す。Ｒ２は水素原
子または下記一般式（５）で表される１価の基を示す。）
【化２】

（上記一般式（５）中、ｍは１～３の整数である。）
【請求項２】
前記一般式（１）～（４）におけるＲ１が下記一般式（６）で表される１価の基である請
求項１記載のペースト組成物。

【化３】

（上記一般式（６）中、Ｒ３は水素原子またはメチル基を示す。また、ｎは１～３の整数
である。）
【請求項３】
（Ｂ）の化合物が前記一般式（４）で表され、一般式（４）中、Ｒ２が水素原子であり、
Ｒ１が前記一般式（６）で表される１価の基であり、一般式（６）中、ｎが２である請求
項２記載のペースト組成物。
【請求項４】
（Ａ）の粒子の平均粒径が０．００２μｍ以上０．０６μｍ以下である請求項１～３のい
ずれか記載のペースト組成物。
【請求項５】
さらに、樹脂を含む請求項１～４のいずれか記載のペースト組成物。
【請求項６】
樹脂が熱硬化性あるいは光硬化性樹脂である請求項５記載のペースト組成物。
【請求項７】
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請求項１～６いずれか記載のペースト組成物を硬化させてなる導電性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　すなわち本発明は、（Ａ）インジウム酸化物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子、（Ｂ）下記
一般式（１）～（４）のいずれかで表される化合物、および（Ｃ）有機溶媒を含むペース
ト組成物である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明のペースト組成物は、（Ａ）インジウム酸化物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子（以
下、単に「無機粒子」と言う）、（Ｂ）下記一般式（１）～（４）のいずれかで表される
化合物、および（Ｃ）有機溶媒を含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（上記一般式（５）中、ｍは１～３の整数である。）
　以下、特に断らないかぎり、上記（Ｂ）の化合物を「化合物Ａ」とし、インジウム酸化
物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子を無機粒子とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本発明のペースト組成物は、インジウム酸化物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子を含有する
。これら無機粒子は、要求される屈折率、光学特性や導電率などの特性に応じて、インジ
ウム酸化物粒子、錫酸化物粒子あるいは亜鉛酸化物粒子、およびそれらの固溶体粒子から
適宜選択して用いることができる、２種類以上のものを混合して用いても良い。これらの
固溶体としては、Ｉｎ２Ｏ３にＳｎＯ２をドープしたもの、Ｉｎ２Ｏ３にＺｎＯ２をドー
プしたもの、ＺｎＯにＳｎＯ２をドープしたものなどを用いることができる。これらの中
でも、導電率を高くし易いことや化学的安定性が高いことから、Ｉｎ２Ｏ３にＳｎＯ２を
ドープしたものが好ましい。このドープ量は導電率が高くなることから、ＳｎＯ２の含有
量を２重量％から２０重量％であることがより好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　実施例２～７、参考例１～３
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　表１に示す組成のペースト組成物を実施例１と同様の方法で製造し、これを用いて評価
用導電性組成物を得た。評価結果を表１に示した。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
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【表１】
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